






はじめに 

昭和 58 年度より 2年間、発達障害児の食事機能の改善への基礎的調査と研究を行った(昭

和 58 年度:1)心身障害児の摂食機能について一「摂食チエツク表」による調査。2)表面筋

電図と呼吸曲線による嚥下運動の分析。昭和 59 年度:3)重症心身障害児の誤飲と姿勢につ

いて一 X線透視による分析)。 

本年度は、これまでの調査と研究で明らかになった嚥下時の口唇の閉鎖や顎の咬合の重要

性を、摂食障害をもつ児 4例について実証し、日常生活における摂食時の介助法を明らか

にすることを目的に研究が行われた。 


